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テリトーリオに根ざした酪農の SDGs への貢献: コモンズの精神が実現する地域活性化 
木村純子 
Dairy Activities Rooted in TERRITORIO for SDGs Achievement: 

















 日本政府が推し進める農業は、スマート農業や IoT などによる合理化や効率化、結果と
しての差別化という言葉が示すようになお拡大を目指しているようである。企業が持続可
能な開発目標(以下、「SDGs」と記す) への貢献を自社の ESG 投資やプロモーションツール
として使っているのも、SDGs を自社の競争優位性創出の手段ととらえているからであろう
２。いずれも SDGs のゴール到達は持続可能な社会を実現する手段であるはずが目的化して
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大切に使う(生源寺, 2013)。すなわち、人々は経済的豊かさではなく毎日の暮らしの充足感
に満足することが前提となる(生源寺, 2013; 角屋, 2021)。 
 
1.2.本稿の構成 
 本稿は、研究開始当初は日欧比較を目的としていた。2019 年 10 月にイタリアで調査を






 構成は以下のとおりである。第 2 章は持続可能な地域社会に酪農が貢献するためのプロ
セスはどのようなものになるのかを明らかにする。コモンズとの関係を基準にして、20 世
紀から現代にいたるまでの産業構造と社会システムを 3 つの段階に分類する。第 1 段階は
20 世紀型成⻑社会の農業、第 2 段階は近代資本主義の限界を乗り越えようとする農業、第
3 段階はコモンズの精神とテリトーリオに埋め込まれた農業である。 
 第 3 章は地域で持続可能な酪農を実現しようと主体的に活動する酪農家をはじめとする 
多様な主体がかかわるミルク・サプライチェーンの活動において関連主体のネットワーク
がどのようなプロセスで内発的発展を実現するのかを説明する。 
 第 4 章は本稿の発見物を整理する。第 1 にテリトーリオに根ざした酪農の価値プロセス
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図     農業の二重構造 
 
 



































































かもしれないが(生源寺, 2013; 宇根, 2018)、景観を守り山を保水し生物多様性を保全し伝













る EU はテリトーリオと農業との深い結び付きを強化する政策を打ち出している(Pacciani, 









品について発信しテリトーリオの発展に貢献する(Pacciani, et als., 2001)。このような EU
の農村開発政策は再国家主義化(renationalization)や再地域主義化(regionalization)といわ





業は、アメリカの影響を強く受けていることから EU の共通農業政策の LEADER 事業、農






便宜的に酪農乳業の複雑性を 3 つに分けて説明する。 
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1)多様な命を相手にする複雑性 
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 本研究は、2 つの点において既存の食品クラスターとは異なり、第 6 次産業化の議論とも
主張を異にする。 







 第 2 はテリトーリオの概念である。図 1-2 の右側は地理的近接性が競争力を生むと主張
するが、テリトーリオのアイデンティティを無視した議論である。他方、図の左側はテリト
ーリオとの結び付きが取り入れられている。図 1-2 左下の象限の第 6 次産業化は単体主体
の発展を目指す。既存研究においては第 6 次産業化による製品開発ストーリーに焦点を当
てる場合が多い。 
 他方、本研究が注目するのは、図 1-2 の左上の象限、複数主体の活動プロセスである。時
間をかけて地道に積み上げていく価値創造プロセス、および市場化後の価値発展・運営プロ
セスである。関連主体は取引(競争)関係ではなく共有関係を維持しながら共同で価値を創造











第  章 持続可能なフードシステムの発生論理 
 第 2 章は、持続可能な地域社会に酪農が貢献するためのプロセスと手段はどのようなも
のになるのかを明らかにする。20 世紀から現代にいたるまでの産業構造と社会システムを
コモンズとの関係を基準に 3 つの段階に分類する。第 1 段階は 20 世紀型成⻑社会の農業、
第 2 段階は近代資本主義の限界を乗り越えようとする農業、第 3 段階はコモンズの精神に
基づくテリトーリオに根ざした農業である。 
 
第 1 段階 近代資本主義の登場によるコモンズの崩壊 























第 2 段階 近代資本主義の限界と非市場機能の復活 










する(Lyson, 2004; 松尾, 2014)。 
 
第 3 段階 新しい社会システム：コモンズの精神によるテリトーリオに根ざした酪農 





 図 2-1 は農業活動によるテリトーリオ価値の創出プロセスを表わす。5 つのステップがあ
る。1)高い地域意識が生むコモンズの精神で活動する主体、2)自立した「公」が促すボトム

































































自発的な団体の存在がある(Putnam, 1993; Mantino, et als, 2010)。 
 持続可能なフードシステムのためには信頼を基礎にした地域住⺠的成熟、図 1-1 の基層
























第 3 章 ケーススタディ 







ら南東 2.6 キロに位置することから都市近郊型酪農に分類されるといえる。2019 年 10 月
に実施した調査の対象者は表 3-1 の通りである。半構造化インタビューを実施した。事前に
準備した石田氏への質問リスト(2021 年 9 月 17 日用)は付属資料 1、伊勢原市役所への質問
リストは付属資料 2 のとおりである。収集したデータは専門業者によって文書化された。 
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表 3-1 インフォーマント・リスト 
 氏 名 所 属 職位 調査日 
1 石田陽一 株式会社石田牧場、株式会社めぐり CEO 
2020 年 9 月 17 日 
2020 年 10 月 18 日 
2 栗原裕一 伊勢原市・都市部・都市政策課 主任 2020 年 10 月 19 日 






して開発した。79 度温度で 15 秒殺菌する。容量は 180ml、価格は 220 円(税込)、生産量は
日配 2.5 トン、14,000 本、主な販路は伊勢原市内の小売店と一部コンビニエンスストアで、
神奈川県内を中心に販売する。 
 分析に用いる主なデータは 2020 年 12 月 9 日 JMILK 前田浩史氏がファシリテーターを
務めた座談会の文書化データである。座談会の参加者は表 3-2 の通りである。補足資料とし
て仲澤(N.A.)および神奈川新聞等の 2 次データを利用する。 
 
 
表 3-2 「伊勢原産牛乳プロジェクトに関する座談会」参加者リスト 
 氏 名 所属／職業 
1 荒井新吾 酪農家 
2 石田陽一 酪農家・株式会社めぐり CEO 
3 石井敏貴 酪農家 
4 岩本恵吾 タカナシ乳業・酪農原料部 
5 仲澤慶紀 神奈川県庁・畜産技術センター・普及指導課 
6 田邊香音 神奈川県庁・畜産技術センター・普及指導課 
7 井澤清 神奈川県庁・湘南家畜保健衛生所・企画指導課 
8 萩野雄貴 伊勢原市役所・農業振興課 
9 V 伊勢原産牛乳プロジェクト応援団(伊勢原市⺠) 
10 W 伊勢原産牛乳プロジェクト応援団(伊勢原市⺠) 
11 X 神奈川大学・学生 
12 Y 神奈川大学・学生 
13 Z 神奈川大学・学生 
出所：JMILK(2021)p2 を筆者順番変更および一部仮名に変更 
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伊勢原という地域 
 伊勢原市は神奈川県のほぼ中央に位置する。人口は増加し続け、2001 年には 10 万人を
超えた７。南部に平塚市、⻄部に秦野市、北東部に厚木市と接する。東京から 50 キロ、東
名高速道路で 40 分、小田急線で新宿から 60 分で交通の利便性が高い首都圏近郊都市であ
る。 














南は平地、7)大田は標高 10m 程の平坦な沖積地である。地区の区分は図 3-1 のとおりであ
る。 
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原内陸工業団地を建設し、大規模な新興住宅地が造成されたことで伊勢原は急速に近代的
な街へ成⻑する。1971 年、神奈川県で 15 番目の市として市制を施行する(人口 45,102 人)。 




















始めて販売した。1866 年、横浜市大田町で和牛 6 頭を購入し牛乳搾取業を開始した(矢澤, 
2019)。2015 年現在、神奈川県内では 200 ⼾の酪農家が約 7000 頭の乳牛を飼養しており、
年間約 4 万トンの生乳が生産されている。乳業メーカーの牛乳工場が 8 ヶ所あり、年間約
29 万トンの牛乳を製造する。生乳処理量は北海道に次ぐ全国第 2 位で、約 800 万人分にあ
たる(全農神奈川, 2015)。 
 現在の神奈川県の酪農の現状は必ずしも明るいものではない。1995 年から 2015 年まで
の 20 年間で神奈川県内酪農経営体数は 4 分の 1 に減少し、1 ⼾あたりの飼養頭数は全国最
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た。平塚市は乳用牛の飼養⼾数が県下第 1 位で、伊勢原の石田氏は、1971 年、1 代目の石
田昭治氏の実家が平塚市あったことから伊勢原で 1 頭の牛を飼い始めた。稲作農家であっ
たが、日々の収入を手にすることができることが動機であった。2 代目の栄男氏が牧場の基
盤を築き、2008 年に 3 代目の陽一氏が継ぎ酪農専業になった。 
 1985 年生まれの石田陽一氏は、2007 年に酪農学園大学酪農学部酪農学科を卒業後、ニュ
ージーランドで 2,600 頭を飼養する大規模牧場で働いた。2008 年、実家の牧場に就農と同
時に農協⻘年部に加わり、農家の後継者世代の部会で耕種農家とネットワークを構築した







し販売する。耕種農家にとって 3 つの効果がある。第 1 に経済面でロスを出さず収入を得ら
れる。第 2 に社会面で農家が自身の産品を誰が食べているのか、自分の産品が笑顔にしてい
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ミルクの精神である。 




























































 以上の都市近郊型酪農が発展するために必要なミルクの精神は表 3-3 のとおりまとめられる。 
 
表 3-3 都市近郊型酪農を成り立たせるための特性が要求するミルクの精神 
  ① 家族経営 ② 住⺠との関係 ③ 地域埋め込み型生産 
1 原因 物理的に土地が小さいことから小規模 
地域住⺠との信頼関係と価
値共有 地域依存への責務 































 2016 年時点で、乳用牛飼養⼾数 35 ⼾、乳用牛の頭数は 1,448 頭、1 ⼾あたりの頭数は
41.3 頭である(伊勢原市役所 HP)。いせはら地ミルクを生産する酪農家は 3 軒である。荒井
新吾氏の荒井牧場は伊勢原市⻄富岡 14(図 3-3 赤い星印)、石田牧場は伊勢原市上谷 777(図
3-3 緑の星印)、石井牧場は伊勢原市沼目 1-558(図 3-3 ⻩⾊の星印)に位置する。市役所は伊
勢原市田中 348(図 3-3 水⾊の星印)である。位置関係は図 3-3 のとおりである。3 つの牧場
は近接していることが分かる。 
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ちづくりはボトムアップ型で地域住⺠の参加と協働でスタートした(伊勢原市都市部都市政
策課, 2020)。住⺠に伊勢原らしさや伊勢原のアイデンティティを感じてもらうための 5 つ
の要件が導出された。それぞれがどのように石田氏の活動と整合しているかみていこう。 









 第 3 に、地域の歴史や文化は伊勢原の資産でありアイデンティティでもある。地域の歴
史や文化が伊勢原の個性となる。石田氏は伊勢原の酪農の歴史を継承し維持している。神奈
川県の中でも酪農が盛んなのが平塚市と伊勢原市であり、伊勢原市の酪農の歴史は⻑い。




















 伊勢原市は『第 2 次伊勢原市環境基本計画(2013 年から 2022 年)』において環境基本計画
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として 6 つの目標を掲げた(伊勢原市経済環境部・環境対策課, 2018)。石田氏は環境面にお
いても行政の指針と整合する活動を実践している。 






る。石田氏のジェラートの販路比率は店頭 73％、神奈川県と東京都 22％、通販 5％である






ある景観創出である。石田氏は飼料の 30%をまかなう農地を 3.8 ヘクタール耕している。
耕作地は伊勢原の緑の景観の一部を構成する。以上の伊勢原市行政の政策と石田氏の取組
みとの整合性は表 3-4 のとおり表わされる。 
 













































 石田氏は経済価値面の将来目標として 2034 年グループ売上高 24 億円(内訳：①石田牧場
1 億円、②めぐり 22 億円(輸出・コンテンツ事業含む)、③堆肥循環・環境事業 0.5 億円(2024
年創業予定)、④教育事業 0.5 億円(2025 年創業予定))を掲げる。2020 年現在は生産した生
乳の 96％を指定団体制度を利用して販売し、4%をジェラート用途に使用する。将来は全乳








































































































 第 4 章は発見物を整理する。第 1 に日本の酪農がテリトーリオに根ざした活動を必要と






















4.2. 酪農と乳業による SDGs の実現 
 本稿は、都市近郊型酪農が実現する SDGs を議論することを目的としたが、ここまでの















政策の軸足を持続可能性にシフトさせている(JMILK, 2020; 須田, 近刊)。本稿は、第 2 章






SDGs を 17 の「開発(development)」「ゴール(goals)」といってしまったばかりに手段で
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https://www.kanaloco.jp/news/life/entry-70602.html (2020 年 10 月 4 日参照) 
 
神奈川新聞(2017)「純伊勢原産のミルク誕生:新鮮な味わい、15 日発売」(2017 年 11 月 12 日付) 
https://www.kanaloco.jp/news/life/entry-21707.html (2020 年 10 月 4 日参照) 
 





サカタのタネサイト(2016a)「地元の農業を応援 :  農家と飲食店と当社が地産地消でコラボ」(2016 年 2
月 17 日付) https://corporate.sakataseed.co.jp/news/20160217.html 
 











徴：日欧比較研究」、2019 年度～2021 年度科学研究費補助金基盤研究 B特設分野研究「農業と知
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3. 都市近郊型酪農の利点(半径 50km 内に
東京が含まれ、神奈川 900 万人、東京











2. 非効率な農業活動(40 頭規模を家族 4〜5
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１ 持続可能性の原文の定義は以下の通りである。“Sustainable development is development that meets the 
needs of the present without compromising the ability of future generations to meet their own needs.” (Our 
Common Future: Report of the World Commission on Environment and Development A/42/427)より。) 
http://www.un-documents.net/ocf-02.htm 






ロワール産品を事例に−」『フードシステム研究』第 22 巻第３号, 359-364 を用いた。 
６ 2021 年 3 月 11 日 JMILK 前田浩史氏の講義より。 
７ 第二次伊勢原市環境基本計画 中間改訂版(2018 年 11 月 21 日付)、および次期伊勢原市商業振興計画 
https://www.city.isehara.kanagawa.jp/docs/2019060300157/file_contents/syogyosinnkou.pdf (2021 年 1
月 24 日参照) 
８ 伊勢原市 HP https://www.city.isehara.kanagawa.jp/docs/2014112500035/ (2021 年 1 月 24 日参照) 
９ 伊勢原市役所 HP「自治会連合会とは」https://www.city.isehara.kanagawa.jp/docs/2014111900041/  
(2021 年 1 月 10 日参照) 
１０ 伊勢原市 HP 明治時代から大正、昭和  | 伊勢原市 (city.isehara.kanagawa.jp) (2021 年 1 月 24
日参照) 
１１ 伊勢原市経済環境部商工観光課「第 2 章伊勢原市の現況」 
https://cms.city.isehara.kanagawa.jp/docs/2013071900023/file_contents/kannkyou_plan_2.pdf (2021 年
1 月 24 日参照) 
１２ 2020 年現在、JA 湘南⻘壮年部は 6 支部 79 名で構成される。 
１３ 神奈川県庁仲澤氏へのメールでの質問に対する回答より(2021 年 1 月 22 日付)。 
１４伊勢原市役所 HP「伊勢原市の畜産について」 
伊勢原市の畜産について | 伊勢原市 (city.isehara.kanagawa.jp) 
１５ 漂流乳業(N.A.)「タカナシ乳業」 https://www.citymilk.net/bin/kanto/kanagawa/takanashi.htm 
(2021 年 1 月 10 日参照) 
１６ 産業 Navi サイト「株式会社めぐり」https://www.navida.ne.jp/snavi/100027_1.html (2021 年 1 月 24
日参照) 
１７ 各都道府県の酪農の歴史は矢澤(2019)に詳しい。 
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